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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】国語表現演習 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

東城 敏毅

【授業目標・教育方針】
（１）論説文の精確な読解ならびに批評論文作成を通じて認識力・思考力・文章力を伸ばすとともに、現　　在さまざ
まに話題となっている現代の諸相や社会現象を追及する。
（２）レポートを書くときに必要な表現技術を身につける。
（３）批評の方法を身につける。

【授業概要】
　論説文を題材にして、現代話題になっているさまざまな社会現象を追究し、それをもとに批評論文を書く実践を試
みる。批評論文のテーマは以下の３点である。
（１）映像と空間　　（２）国際化と文化　　（３）環境と科学
　受講者の書いた批評論文をテキストにしながら、論証の形式や文章表現について考え、また社会情勢を的確に把握
する能力を身につける。　文章化を通して自己の意見を構築し、その意見を相互評価する作業を繰り返しながら、自
他の意見を相対化する「場」を創造する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：特に指定しない。
副教材：教材としてのプリントを適宜配布
　　　　受講者の書いた批評論文を冊子として配布（３冊）
　　　　木下是雄『理科系の作文技術』（中公新書・1981）　
　　　　野矢茂樹『論理トレーニング』（産業図書・1997）　　　

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし

【メッセージ】
「書く」「批評する」「議論する」など、「表現する」とはどのような行為なのか、まずこの根本的な行為の意味を深く
考え、そして自分の意見をアピールすることに努めてください。また、各自が情報を収集しながら黙想する時間や
ちょっとした雑談、そのような周辺部にも意義を見出してください。

【成績評価方法】
［前期］レポート：90%，その他：相互議論、授業内提出物：10％

【本校の学習・教育目標】
○ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力

【授業計画】（授業名：国語表現演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業概要 授業の目的と意義を説明する。また、授業に臨むにあ
たって準備すべきことを指示する。

第 2 回 論証の構造 接続表現に注目して「論証の構造」について説明す
る。また、適切な論証であるかを的確に評価できるた
めのトレーニングを実施する。

第 3 回～
第 6 回

課題１
「映像と空間」

岡真理「虚構のリアリズム」を題材に、批評論文を作
成する。提出された論文を相互批評しながら細かな文
章表現について考察するとともに、「映像と空間」に
おけるリアリズムについて追究する。

・課題１
・相互評価

第 7 回～
第 10 回

課題２
「国際化と文化」

吉見俊哉「グローバル化のなかの文化と権力」を題材
に、批評論文を作成する。提出された論文を相互批評
しながら細かな文章表現について考察するとともに、
日本文化におけるグローバリズム、オリエンタリズ
ム、ナショナリズムについて追究する。

・課題２
・相互評価

第 11 回～
第 13 回

課題３
「環境と科学」

伊東俊太郎「科学と人間」を題材に、批評論文を作成
する。提出された論文を相互批評しながら細かな文章
表現について考察するとともに、科学と主体性との関
わりについて追究する。

・課題３
・相互批評

第 14 回 総括 授業で作成した批評論文について相互議論を実施し、
総括とする。
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